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次
の
議
擦
を
可
決
臨
時
中
正
し
た
。

議
案
第
三
十
六
号
、
専
決
処
甘
の
承

認
を
家
的
る
に
つ
い
て
、

議
案
第
一
一
一
十
七
号
、
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
に
つ
い
ザ
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議
案
第
三
十
八
号
、
平
塚
市
営
住
号

使
用
禁
例
の
一
部
辛
設
定
寸
る
条
例

議
案
第
一
一
…
十
九
号
、
平
塚
市
地
方
競

馬
実
路
条
例
の
一
部
を
改
豆
す
る
条

議
集
第
四
十
号
、
平
塚
市
報
酬
額
並

び
に
費
用
弁
償
煎
及
び
そ
の
支
給
条

例
の
一
部
を
改γ比
す
る
心
情
例
九
回
設
業
常
任
謹
告
員
会
富
士
見
小
学
校
敷
地
拡
一
議
予
定
地
内

議
案
第
四
十
一
号
、
響
察
法
(
昭
和
全
日
本
学
生
自
転
車
競
技
大
会
の
併
の
ア
パ
ー
ト
建
設
中
止
に
係
る
補
償

二
十
二
年
法
搾
第
百
九
十
六
号
)
の
に
ラ
い
て
協
議
、
金
に
つ
い
て
審
議
、

改
主
に
伴
う
平
塚
市
警
察
関
係
品
開
例
十
日
総
括
噛
常
任
委
告
事
官
二
十
八
日
合
併
協
議
令
返
事
会

の
持
獲
に
関
寸
る
条
例
、
原
水
線
笑
験
禁
止
の
諮
問
相
変
び
市
出
火
合
併
の
件
に
つ
い
て
稜
々
協
議
、

議
議
第
四
十
二
号
、
平
塚
市
設
業
官
官
薬
厳
硫
磁
場
間
近
醤
有
品
開
産
土
地
払
一
一
一
十
日
市
議
会
編
時
会

員
会
の
送
革
に
よ
る
雪
間
定
数
条
例
下
げ
に
つ
い
て
審
議
、
設
業
委
員
会
議
長
の
推
語
、
議
長
お

議
寝
第
四
十
一
一
一
号
、
平
塚
市
立
一
角
等
十
二
回
全
員
協
議
会
名
株
譲
山
訟
に
よ
り
次
の
と
お
り
決

学
校
職
員
退
職
年
金
及
び
退
誠
一
時
半
一
日
本
学
生
自
転
卓
競
夜
大
会
日
出
認
定
、

金
祭
側
、
の
特
及
び
平
塚
駅
混
雑
緩
和
等
に
つ
平
塚
市
平
塚
新
得
六
九
八
寄
地
、
高

議
案
第
四
十
円
サ
、
平
塚
一
叩
市
税
条
い
て
協
議
、
橋
金
語
。
内
山
平
塚
一
一
、
二
郎
一
岳
地

例
、
一
十
七
日
文
教
常
任
委
員
会
平
出
室
次
郎
。
周
防
総
三
阿
茶
地
、

議
案
第
四
十
五
号
、
昭
和
一
一
十
九
年
須
賀
地
区
公
会
法
抗
措
蛍
促
進
政
ひ
仏
木
島
典
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歳
入
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追
加
→
車
店
予
算
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有
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使
用
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更
に
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案
を
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笈
審
議
の
よ
ば
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案
第
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六
日
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、
総
和
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十
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年
て
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各
陳
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を
審
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、
決
確
定
し
た
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平
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特
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会
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事
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時
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回
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迷
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、
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よ
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、
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和
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月
二
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生
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一
日
生
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和
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八
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月
十
五

H
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よ
替
の
一
り
の
日
』
に
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内
の
袈
丈
高
警

九
月
ド
丘
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
、
一
ま
す
。
市
民
の
憶
様
、
お
と
し
よ
り
に
一
し
で
慰
安
浪
芸
会
か
行
わ
れ
ま
す
。
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よ
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わ
が
留
婦
人
一
他
面
、
自
立
体
制
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確
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を
急
務
と
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問
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体
の
貯
蓄
活
一
す
る
本
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わ
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国
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世
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緊
縮
一
白
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動
は
、
終
戦
後
一
政
策
の
送
行
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議
〈
貯
蓄
の
増
強
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強
一
大
諸
国
官
、
文
部
省
、
労
働
省

一
i
a
は
一
侍
申
止
の
一
く
一
要
議
し
て
お
り
、
わ
け
で
も
、
留
民
一
貯
審
増
強
出
央
委
員
会

一
容
酔
状
態
で
あ
り
ま
一
大
衆
の
貯
蓄
機
関
明
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一
重
要
使
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主
金
関
公
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総
選
務
協
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自
体
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絡
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市
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一
一
、
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平
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市
体
育
協
会
一
籍
球
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高
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学
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体
育
館
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議
長
り
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警
が
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。
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審
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人
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襲
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一
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、
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援
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市
中
学
校
体
重
一
軟
式
野
球
九
月
十
二
日
詰
警
一
見
事
語
徹
底
一
乙
の
よ
う
な
情
勢
に
か
ん
が
み
長
一
章
未
亡
人
留
体
協
議
会

問
一
い
体
習
を
備
え
る
こ
と
が
露
で
あ
一
躍
一
土
品
小
学
校
装
グ
ラ
一
円
》
等
を
ス
口
!
ガ
一
便
塞
稿
用
者
四
割
強
を
言
語
一
金
国
友
の
会

月
り
ま
す
。
各
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の
体
育
運
動
を
通
じ
て
一
一
、
期
日
第
一
一
一
日
九
月
十
九
回
一

Z
m
a
，
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と
し
て
金
一
人
層
を
対
象
と
し
て
一
気
の
と
お
り
、
一
果
著
書
会

Z
J
一
市
民
の
纏
涙
性
堂
一
角
的
潜
動
力
旺
盛
な
一
雨
天
の
際
は
二
十
三
日
一

i
l
i
l
i
l
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一
国
各
地
の
婦
人
一
婦
人
団
体
貯
金
特
別
増
強
運
動
か
展
筒
一

u
h一
体
刀
を
養
う
た
め
、
重
量
の
参
加
一
一
、
会
場
市
内
各
会
場
一
一
本
語
性
質

γ率
い
て
小
蓄
を
決
定
一
一
が
立
ち
上
り
、
一
さ
れ
ま
す
。
一
塁
、
運
動
の
ス
髄

i

ガ

ド
一
喜
で
霊
豆
大
体
育
祭
典
と
す
る
て
、
開
会
式
各
議
員
会
場
毎
年
一

E
A

一
す
る
の
て
耕
作
者
の
努
刀
を
正
当
に
こ
都
道
府
県
、
ぁ
一
語
一
シ

2

一
第
一
一
一
沼
市
民
総

A
毒
素
喜
一
前
金
よ
り
挙
行
す
一
一
i
i
d

帥
←
撃
を
と
に
寺
、
立
つ
全
般
的
{
る
い
は
市
町
村
一
一

0
2
2

つ
ま
し
ま
し

和
一
目
、
九
月
十
二
豆
汀
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
る
。
一
一
一
な
一
高
衡
を
是
正
す
る

ζ
と
が
で
き
一
脚
宿
区
等
を
単
位
に
、
一
一
、
名
称
一
ょ
う
。

一
引
続
き
九
月
十
九
日
に
誌
の
競
技
が
青
白
会
場
一
一
一
る
。
お
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
定
町
一
宮
自
立
的
に
婦
人
一
婦
人
号
室
特
別
増
強
通
勤
一
O
貯
蓄
は
警
の
工
夫
か
ら
。

一
日
日
一
パ
ド
れ
れ
は

M
1お
誘
い
一
コ
吉
野
町
ド
一
一

i
i
i

一
一
心
日
開
店
内
問
河
川
口
一
間
同
時
間
十
一
こ
も
喜
一
六
、
運
動
の
重
点

一
言
一
軟
式
庭
裁
江
古
里
高
等
学
校
喜
農
業
一
一
と
つ
号
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
一
宮
霊
現
実
践
一
昭
和
二
十
九
年
十
竺
日
よ
り
同
一
一
一
一
事
フ
レ
政
策
の
警
に
伴
い
、
品

一
一
、
主
催
平
塚
市
教
育
委
員
会
一
高
等
学
校
コ

i

ト
一
農
地
の
小
作
空
つ
い
て
は
語
か
ら
一
年
度
有
毒
に
引
寺
区
一
当
り
童
市
町
露
業
委
員
会
は
一
書
に
こ
の
一
小
作
践
の
経
営
は
ま
す
ま
す
安
定
す
一
等
を
通
じ
、
去
十
石
(
世
界
勤
倹
デ

l
〉
ま
で
一
後
喜
が
い
っ
そ
う
有
利
な
待
機

一

i
j
i
t
-
-
j
i
l
l
l
i
-
-
-

一
定
額
金
需
品
替
ら
れ
た
。
し
か
し
一
六

O
O
同
議
長
打
さ
れ
た
結
果
、
一
選
管
よ
り
計
算
し
た
小
作
費
量
一
る
の
で
あ
ろ
う
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
一
次
、
活
溌
な
動
一
一
と
な
り
手
、
家
計
の
ヱ
夫
節
約

一
回
令
一
こ
れ
は
当
時
の
物
納
小
作
料
宝
石
七
一
ょ
の
方
に
し
わ
寄
せ
「
つ
れ
た
感
が
品
つ
一
額
主
君
。
第
一
一
一
に
は
そ
の
長
一
一
轟
一
り
ま
す

o
従
っ
て
こ
の
調
査
に
当
り
ま
一
喜
一
軍
し
つ
つ
一
三
五
健
一
井
著
書
、
量
化
に
よ
る
貯

報
一
議
壌
を
美
し
く
一
時
刊
す
し
た
i

一
詰
問
す
れ
昨
日
目
一
容
諮
問

M
v
t一
れ
れ
れ
ば
待
望

M
m
j
L
H
ト
伊

i
t
i
j十
怜
日
付
れ
しj

一
一
警
の
小
作
料
は
過
去
の
均
一
五
、
小
一
り
こ
れ
が
警
告
目
標
に
笑
施
、
た
一
基
準
設
定
の
調
査
と
し
で
は
賃
貸
福
一
号
、
て
は
調
査
潰
れ
の
な
い
よ
う
に
一
一
(
商
店
)
に
つ
言
し
で
は
特
磨
御
一
外
の
も
の
〉
で
常
用
労
働
者
を
使
用

一
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
常
に
清
潔
一
み
ん
な
て
し
ま
っ
て
い
た
だ
主
い
一
宮
力
関
係
で
決
警
れ
た
も
の
を
謹
一
与
す
。
一
塁
(
昭
和
一
一
十
五
年
七
月
一
一
一
十
日
一
い
た
し
た
い
の
で
塾
長
重
乞
商
開
業
譲
査

i
i
i
i

二
男
議
い
い
た
与
す
。
一
し
で
い
る
お
に
つ
い
号
、
乙

弘
一
に
し
て
お
く
乙
車
、
い
ろ
い
ろ
な
病
一

E

。
一
礎
と
し
て
誤
ら
れ
て
居
る
の
で
、
必
一
霊
法
第
二
十
一
条
議
定
に
毒
五
在
)
童
福
耐
輩
、
草
署
調
査
等
が
一
季
語
連
絡
を
と
っ
て
演
会
事
一
一
一
一
、
霊
的
期
日
一
誠
意
そ
れ
以
外
の
(
個
人
震
で

i

一
気
議
事
警
望
い
住
み
よ
い
柱
一
一
、
み
だ
り
に
ご
み
な
ど
を
捨
て
な
い
一
ず
し
も
霊

τ
は
な
〈
小
作
料
過
主
化
一
と
、
新
し
い
小
作
料
の
統
制
方
式
章
一
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
一
差
の
誠
一
議
い
た
与
す
。
一

i
i
i
i

に
御
協
力
を

i

二
九
月
一
自
現
在
に
よ
り
ん
行
う
一
常
用
労
働
者
運
用
し
て
い
な
い
も

一
会
を
作
る
た
め
欠
く

ζ
と
の
で
き
な
い
一
一
一
、
い
つ
も
身
体
や
衣
類
日
清
潔
に
し
一
語
凸
車
読
書
う
名
を
も
う
て
つ
一
定
し
て
あ
り
、
第

E
M

閣
が
小
室
一
査
は
重
量
わ
れ
る
。
一
尚
不
明
宗
古
川
ま
し
た
ち
章
一
一
ニ
、
認
衰
の
富
一
の
)
商
店
に
つ
い
て
刊
行
う
。

害
一
条
件
で
す
。
と
え
が
私
た
ち
官
常
一
て
お
く
。
一
と

ι
識
者
よ
り
指
摘
さ
れ
ね
は
去
な
一
の
経
営
を
出
会
さ
せ
る
ァ
ト
幸
運
と
し
一
従
っ
て
今
回
の
重
は
土
地
調
査
の
一
市
農
業
委
員
会
へ
お
問
合
せ

E
いo
一
九
月
一
日
現
在
を
も
っ
て
章
一
百
五
結
果
は
、
通
商
義
一
行
政
上
の
一
日
本
様
車
産
業
分
類
大
義
中
卸
売
五
識
を
期
間
申
で
あ
り
、
誘
致
覧
が

時
一
義
章
ま
す
と
、
売
の
さ
絡
な
こ
一
一
一
一
、
外
か
ら
帰
え
っ
た
草
食
撃
の
前
一
い
性
質
で
あ
っ
た
。
在
籍
ニ
十
五
一
て
一
定
の
蓄
を
設
げ
る
。
第
二
百
一
方
法
に
よ
っ
て
語
れ
ま
す
。
こ
れ
は
一
一
に
戦
後
二
回
目
の
商
業
譲
査
が
行
わ
れ
冒
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
現
経
済
一
及
び
小
売
業
に
属
す
る
事
業
所
(
商
一
訪
問
し
た
際
に
は
、
霊
響
力
下
さ

お
よ
う
で
す
が
、
き
わ
め
て
室
長
げ
ん
で
、

F
e
z
-
1
1
1
1
1
1
i
i
i
l
j
i
l
-
-

一53
0

乙
の
調
査
は
統
計
法
に
一
葉
上
皇

4

役
立
つ
は
語
一
ち
に
つ
い
て
雪
。
侶
し
霊
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
一
昨
日
刊
れ
九
三
行
均
一
問
点
浴
場
で
量
ね
重
点
一
十
円
月
十
五
霞
よ
事
一
日
時
軒
日
開

1
一
お
れ
ば
月
九
日
目
は
一
詰
詰
日
指
針
町
長
持
品
目
前
向
日
間
一
一
一
一
品
目
詰
問
す
る
忠
義
〈
一
時
日
現
時
せ
持
都

一
為
は
極
〈
小
さ
な
も
の
で
央
そ
の
一
一
李
成
っ
た
り
、
き
た
な
い
タ
オ
ル
一
許
量
器
集
合
検
査
一
又
は
封
書
に
よ
り
処
分
事
け
一
告
書
草
隷
へ
詰
合
せ
下
一
者
の
言
語
一
す
山
は
活
動
富
島
企
業
苦
笑
務
上
の
参
考
資
料
と
裏
調
査
は
、
喜
重
芝
草
一
言
襲
、
そ
の
他
掻
擁
護
者
に
喜

一2
つ
が
集
積
さ
れ
丈
社
会
に
及
ぼ
す
一
を
持
ち
こ
ん
だ
り
し
な
い

o

一
一
る
事
が
あ
り
ま
す
。
一
さ
い
。
一
の
霊
寄
ら
ヵ
ー
す
ア
最
皇
室
一
与
書
官
役
立
つ
等
、
各
方
言
一
と
し
申
請
警
は
法
人
組
織
に
よ
る
一
塁
ず
る
よ
ろ
な
白
灼
に
は
使
用
し
な

手
釜
高
は
ま
こ
と
に
費
以
上
の
大
き
な
一
五
、
史
、
蚊
、
ね
ず
み
最
除
に
つ
…
い
ず
始
ま
り
ま
す
一
一
、
洩
れ
な
く
重
量
選
管
一
一
、
旭
支
所
管
内
は
今
凶
暴
警
官
査
で
あ
り
ま
す
。
一
貫
さ
れ
ま
寸
の
で
、
撃
事
業
所
二
喜
及
ひ
偲
人
語
(
法
人
組
織
以
一
い

ζ
と
高
記
し
ま
す
。

3

一
も
の
が
あ

2
2

っ
て
一
私
た
ち
は
一
と
め
る
。
一
計
量
法
か
関
空
十
九
年
七
月
空
襲
警
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
使
用
一
塁
実
施
与
す
が
万
一
一
該
当
一
除
外
さ
れ
ま
す
。
一

!
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-

一
一
一
一
一

I
l
l
i
-
-
i

十
l
l
l
i
l
i
-
-

一

f

具
、
一

f
o
;

トk
p
d
l

著
者
二

i
i

止
に
な
っ
た
皇
長

官
民
刊
誌
持
一
刊
誌
は
川
説
日
一
日
揺
れ
出

U
U
M
M
一
日
叩
粧
品
泣
い
れ
一
日
書
人
登
録
証
明
書
一
?
ヂ
還
に
つ
む
て
一
計
五
日
私
立
門
店
長
健
全
星
第
で
き

一
雲
せ
玄
努
力
し
存
在
な
り
ま
せ
は
す
ぐ
底
的
に
み
て
も
ら
う
。
一
ま
す
が
、
今
年
も
神
奈
川
県
葉
第
五
一
け
、
在
確
な
も
の
さ
し
、
は
か
り
二
章
一
の
切
替
に
つ
い
て
一
ご
み
の
慮
理
}
字
数
料
一
世
帯
は
か
り
て
そ
の
究
長
講
ず
。
家
庭
も
、
学
昔
、
会
社
も
、
市
一
ま
う
市
当
局
は
、
震
を
も
っ
て
と

一
位
諸
問
軒
下
同
一
八
日
日
間
吋
河
川
日
目
訪
日
一
王
将
い
軒
持
唱
が
庄
一
話
料
品
料
お
山
科
一
昭
和
一
一

T
七
年
九
月
一
十
七
日
よ
り
一
一
一
、
写
真
一
一
一
葉
(
十
四
才
未
満
の
一
を
期
限
ま
で
に
納
め
一
と
斗
て
い
る
現
状
五
り
ま
け
よ
一
番
が
ご
み
の
申
に
壊
も

i
i
遺
書
っ
て
い
る
わ
け
で
芸
い

一
方
法
て
も
有
)
:
一
、
〉

;
Z
J
J

、
一
営
業
用
、

E
t工
事
こ
お
い
え
の
御

3
3
娘
、
い
た
し
ま
す
。
一
十
一
月
二
十
七
日
言
語
審
に
よ
一
方
は
不
要
)
一
ま
し
ょ
う
一
の
の
処
理
己
主
主

F
E

一
三
で
山
ょ
寸
。
も
し
そ
う
い
う
乙
と
す
。

一

l
j
i
l
l
L
I
l
-
-い
f

一
周
す
る
重
も
つ

i
震
が
埠
一
一
主
一
っ
て
交
付
さ
れ
た
愛
護
笠
原
書
一
言
写
真
は
提
出
の
日
前
六
ヶ
月
一
ゅ
皇
警
霊
長
し
て
一
で
あ
り
、
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と
守
し
て
は
私
達
一
ー
ら

T
U

生
活
は
不
衛
生
に
な
る
一
宮
よ
誉
童
認
す
る
た
め
、

一
一

i
l
i
-
-
1
1
4
J
l
j

一
は
、
話
会
霊
第
十
一
霊
長
一
以
内
に
霊
長

2

セ
ン
チ
一
頂
言
店
主
当
局
と

L
て
い
ろ
い
一
の
?
と

i

と
が
で
一
し
、
伝
染
ー
す
る
し
、
見
ぃ
一

z
i

習

Z

襲
幸

一
鰭
接
を
語
調
割
問
調
問
調
一
の
規
定
に
奇
短
期
間
の
稀

i

メ
i
i
i

喜
一
ろ
と
支
壁

F
E
L
i
d
i

塚
市
章
一

2
1

て
私
書
?
一
さ
い
。

一
憲
章
一
滑
降
躍
騒
榊
関
根
十
時
措
和
弘
控
一
る
日
よ
り
一
ケ
長
ま
で
の
:
一
の
無
罪
っ
、
重
量
の
一
様
の
家
庭
の

2
3
5

一
事
家
庭
ぽ
改
作
清
江
汗
は
注
げ

f
l
i
e
-

号
一
一
一

1
1川
部
創
刊
引

l
J
i
i
i
i
η
i
J

一
一
録
蓄
の
望
書
を
し
な
け
れ
ば
一
も
の
文
書
に
氏
名
立
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
い
っ
て
一
一
市
内
に
差
す
る
若
手
人
以
室
費
貸
出
し
喜
す
る
夏
、
市

よ
き
の
に
一
日
一
パ
ハ
レ
ト
一
日
脚
十
出
判
明

i一
棋
は
日
υ一
一
一
一
一
一
一
円
八
日
一
出
…
世
話
一
一
面
院
出
一
臨
時
打
一
一
一
掃
討
誕

2

そ
れ
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
察
官
一

i
z
f

め
し
て
一
ハ
日
開
問
問
問
目

t
u

亙
一
宮
り
下
さ
い
。
一
る
)
一
締
約
ら
れ
る
よ
う
皆
様
の
号
室
一
議
所
語
学
校
内

7
1
1

一i
i

い
た
し

め
て
襲
に
宅
て
官
の
一
年
間
一
み
ま
主
つ

o
E
F
-
-
l
i
l
i
-
-
-

一
一
切
答
申
誇
は
左
室
長
ち
に
一
回
、
印
判
官
い
い
た
し
ま
す
。
一
議
官
午
前
九
時
奇
午
後
五
一

2
、
個
人
輸
外
章
一
ま
す
。
3
2

で
すo

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
必
ず
受
一
@
ス
千
ツ
の
季
節
で
す
。
か
ら
だ
を
工
藤
て
、
震
に
拘
ら
ず
行
い
ま
す
。
一
な
っ
て
、
整
会
市
役
所
一
戸
籍
係
へ
一
襲
名
の
署
内
に
申
請
な
さ
喜
一
現
在
市
全
体
で
主
選
申
込
者
が
一
時
ま
で
一
平
塚
市
内
に
居
住
す
る
者
奇
書
一

け
ま
し
考
。
一
き
た
一
季
の
は
結
構
で
す
が
、
そ
の
一

i

一
一
、
指
定
同
時
に
必
ず
検
資
童
け
一
出
演
し
て
下
さ
い
。
一
い
と
、
話
人
護
法
第
十
一
条
第
一
約
一
一
一
主
寝
言
語
り
ま
す
が
、
一
。
義
国
重
量
量
袋
詰
一
量
動
通
学
自
〕
貸
出
し
を
い
一
九
足
一
民
現
在
織
委
数

聞
は
お
わ
町
長
刊
行
れ
一
前
に
一
度
健
康
診
断
裏
付
ま
し
ょ
一
一
、
霊

E
E
E

ょ
一
て
下
さ
い
。
一
鉛
一
一
一
項
重
と
し
て
一
処
罰
さ
れ
三
重
量
ま
さ
き
ち
ん
と
納
町
一
本
を
借
り
る
に
は
一
た
し
ま
す
。

3
1

十
四
日
間
一
六
も
五
九
九
務

一
三
日
一
一
時
ま
で
ご
、
検
霊
智
子
、
け
て
苦
な
く
一
一
、
霞
人
登

T

訟
審
制
が
あ
り
ま
す
か
ら
警
察
さ
い
。
一
て
い
た
だ
け
る
霊
は
そ
の
う
ち
一
平
一

1
、
重
量
一
で
一
回
の
貸
出
回
一
冊
で
あ
り
ま
す
一

〈霊〉
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